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議案質疑

出
産
育
児
一
時
金

出
産
育
児
一
時
金

　　

3535
万
円
に
引
き
上
げ

万
円
に
引
き
上
げ

4P4P

補正予算

緊
急
雇
用
対
策
に

緊
急
雇
用
対
策
に  

　
　
　
　

３３
千千
９９
百
万
円

百
万
円

6P6P

一般質問

長
田
市
政
を
問
う
！

長
田
市
政
を
問
う
！

　　

1414
人
が
登
壇

人
が
登
壇

8P8P

追究

こ
ら
ど
え
ん
こ
つ
で
？

こ
ら
ど
え
ん
こ
つ
で
？

壱
岐
市
水
道
水
源
保
護
条
例

壱
岐
市
水
道
水
源
保
護
条
例
の
制
定

の
制
定
17P17P

お願い

議
員
活
動
に
対
す
る

議
員
活
動
に
対
す
る

ご
理
解

ご
理
解
とと
ご
協
力

ご
協
力
の
お
願
い

の
お
願
い
19P19P

沼津保・小・中・地区民合同運動会沼津保・小・中・地区民合同運動会
（９月24日）（９月24日）

よいしょ !!  よ いしょ !!

よいしょ !!  よ いしょ !!

よいしょ !!　



臨
時
会
の
概
要

壱
岐
市
国
民

保
護
協
議
会

「
原
の
辻
遺
跡
」

関
連
整
備
事
業

郷
ノ
浦
町
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
完
成

一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
の
整
備
予
定

漂
流
・
漂
着
流
木

撤
去
処
理
事
業

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

農
業
・
畜
産
振
興

農
地
等
災
害

水
産
振
興

印
通
寺
港　
　
　
　
　
　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
整
備

観
光
商
工
関
係

企
業
誘
致

原の辻遺跡復元建物見学会（８月１８日）

市長行政報告市長行政報告
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定
例
会
の
概
要

土
木
事
業

公
共
下
水
道
事
業

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

市
営
住
宅
関
係

社
会
教
育
・社
会
体
育
関
係

学
校
教
育
関
係

市
民
病
院
関
係

か
た
ば
る

病
院
関
係

消
防
本
部
関
係

積み上げられた流木（鎌崎埋立地）

壱岐に寄港した大型客船「クリッパーオデッセイ」（8月12日）
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平
成
十
七
年
度

㈶
壱
岐
市
開
発
公
社

事
業
会
計
決
算
報
告

Q
サ
ン
ド
ー
ム
の
入
館
者

数
の
激
減
し
た
原
因
は
。

A

Q
入
館
者
増
に
向
け
て
、

十
八
年
度
の
対
策
は
。

AQ
平
成
十
六
年
度
の
報
告

書
に
「
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
を
企
画
し
て
入
館

者
数
の
増
に
努
め
る
」
と
し

た
が
、
改
善
策
は
。

AQ
壱
岐
島
荘
は
民
間
へ
売

却
す
べ
き
で
は
。

A国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

Q
現
在
、
出
産
育
児
一
時

金
は
、
口
座
振
り
込
み
お
よ

び
窓
口
払
い
で
あ
る
。
全
国

で
は
、
出
産
費
の
未
払
い
等

の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

市
内
の
状
況
は
。
ま
た
、
医

療
機
関
へ
の
直
接
支
払
い
の

受
領
委
託
制
度
化
移
行
は
。

A

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

Q
自
治
会
・
公
民
館
運
営

費
補
助
金
の
区
分
は
。

A

壱岐島荘からの眺め

上空からサンドームと壱岐島荘を望む

※
公
共
施
設
の
建
設
、
維
持
管
理
、

運
営
等
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能

力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て

行
う
手
法
。
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平
成
十
七
年
度

水
道
事
業
会
計
決
算

Q
未
収
金
の
回
収
方
法
と

今
後
の
対
策
は
。

A

市
民
病
院
事
業

会
計
決
算

Q
個
人
未
収
金
の
回
収
方

法
と
今
後
の
対
策
は
。

A

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

Q
離
職
者
に
対
し
、
具
体

的
な
対
策
は
。

A平
成
十
八
年
度

壱
岐
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

平
成
十
八
年
度

壱
岐
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

Q
医
療
制
度
改
革
に
伴
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
修
委
託
料

は
適
正
か
。

A

平
成
十
八
年
度

壱
岐
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

Q
病
院
の
管
理
運
営
改
善

策
は
。

A

Q
旧
公
立
病
院
の
解
体
計

画
は
。

A

漁業に支援を!（勝本港にて）

安心して子を産み、育てられる社会に
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9月補正予算

主要事業一覧

特別会計 （万円）

一般会計 （万円）

一般会計９月補正　 9 億 6,662 万円

　　　　予算総額　 223 億 7,824 万円

特別会計９月補正　 4 億 7,675 万円

　　　　予算総額　 138 億 7,225 万円

合　　計９月補正　 14 億 4,338 万円

　　　　予算総額　 362 億 5,049 万円

９月補正予算内訳

一般会計予算内訳

議会費 △80
総務費 △1,742
民生費 4,033

商工費　2,813

土木費 14,170

教育費 941

諸支出金 　54

災害復旧費
　49,099

消防費 485

農林水産業費
　　23,859

衛生費 2,924
労働費 105

一般会計
9月補正予算
9億6,662万円

議会費 18,728

総務費 226,357

衛生費 207,369 

農林水産業費　326,349

労働費 121 

災害復旧費
54,496

教育費
299,298

公債費 350,133
諸支出金　5,479

予備費 900　　　

商工費 38,903 

消防費
73,713

土木費 199,429

民生費
436,54318年度予算

一般会計
予算総額

223億7,824万円

［万円］

［万円］

児童手当・児童扶養手当給付事業
被用者小学校修了前特別給付児童手当
非被用者小学校修了前特別給付児童手当
給付対象年齢引き上げ（小学３年生まで→小学校修了まで）

4,200

不法投棄物撤去・回収作業賃金等
不法投棄物撤去・回収作業賃金（40人×38日） 1,000

海岸漂着ごみ処理委託
漂流漂着木処理委託 1,000

自然災害防止事業工事
自然災害防止事業工事　19ヶ所、測量設計委託 7,425

園芸施設整備事業補助金
多目的ハウス設置補助（20棟×30万円×１／３） 200

地域肉用牛増頭対策事業補助金
飼養頭数拡大農家施設整備補助

（15戸×112万５千円×１／２）
843

農道維持補修作業賃金等
農道維持補修作業賃金等（100万円×４支所） 400

新世紀水産育成事業
漁業等近代化対策事業補助　２ｔユニック（勝本漁協）、
ブルーツーリズム推進事業補助　待合所（勝本漁協）、
漁業秩序維持対策事業補助　
壱岐海域漁場監視連絡協議会活動

1,046

新規漁業就業者指導者謝礼金
新規漁業就業者指導者謝礼金（10人×90日） 900

市道維持補修工事
舗装補修工事、側溝・排水整備工事 2,050

県営港湾整備事業負担金
郷ノ浦港　港湾環境整備工事（緑地）、港湾施設整備工事
勝本港　　港湾改修工事、港湾施設整備工事
印通寺港　港湾施設整備工事

2,537

民間住宅買取・公営住宅化事業（単独）
十八銀行旧社宅買取建物・土地購入、修繕、清掃委託、
下水道接続工事

4,738

観光商業施設等整備費賃金
観光案内板調査、観光地草刈り作業賃金（125人） 77

商工会弁護士相談所開設補助金
弁護士謝金等（１人×４日） 120

奨学資金運用基金積立金
大学短大（14人×６月×３万７千円）、
高校（10人×６月×１万円）

370

農地及び農業用施設災害復旧事業
（補助）　道路135地区、施設51地区
（単独）　農地等69地区

26,639

公共土木施設災害復旧事業
（補助）　道路37ヶ所、施設16ヶ所
（単独）　道路71ヶ所

22,459

漁業集落排水施設整備事業
芦辺漁港　排水処理施設　終末処理場建設工事

9,606

(■は緊急雇用対策関係予算)



請願  陳情  意見書  コーナー
採　
択

「道路特定財源制度の堅持に関する
意見書」採択のお願い

○提出者　　壱岐市長　長田　　徹

意
見
書

道路特定財源制度の堅持に関する意
見書を内閣総理大臣ほか関係機関へ
送付しました。

○提出者　　壱岐市議会議員　赤木　英機

○賛成者　　壱岐市議会議員　深見　義輝
　　　　　　　　　同　　　　大久保洪昭

不
採
択

高齢者へのタクシー料金
割引券交付に関する陳情

○提出者　　壱岐地区タクシー協会
　　　　　　協会長　中野　一文

07 いき　議会だより　2006年第11号

請願  陳情  意見書  コーナー

整備が待たれる市道（みやま荘入口付近）

採　
択

じん肺根絶を国に求める意見書の
提出に関する陳情

○提出者　　なくせじん肺全国キャラバン
　　　　　　長崎実行委員会
　　　　　　代表世話人　横山　巌

意
見
書

じん肺根絶を求める意見書を内閣総
理大臣ほか関係機関へ送付しまし
た。

○提出者　　壱岐市議会議員　町田　正一

○賛成者　　壱岐市議会議員　瀬戸口和幸
　　　　　　　　　同　　　　市山　　繁

不
採
択

地方交付税制度の財源保障機能
を堅持し、充実させる陳情

○提出者　　長崎県自治体連合会
　　　　　　執行委員長　川崎　一宏

じん肺のない社会を!
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小
園　

寛
昭 

議
員

Q 

土
地
課
税

①
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基

本
と
な
る
土
地
の
評
価
が
県

内
の
他
市
町
と
比
べ
、
壱
岐

市
は
高
い
の
で
は
。

　

松
浦
市
、
島
原
市
や
東
彼

杵
町
、
波
佐
見
町
よ
り
壱
岐

市
の
商
業
地
の
評
価
額
が
高

い
の
は
受
け
入
れ
に
く
い
。

②
適
正
な
課
税
の
た
め
、
一

筆
地
調
査
の
実
施
を
充
実
す

べ
き
。A 

長
田
市
長

Q
市
民
病
院
の
決
算
結

果
と
今
後
の
経
営

　

平
成
十
七
年
度
決
算
で
五

億
七
千
九
百
万
円
の
事
業
損

失
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。

　

地
域
医
療
の
中
核
病
院
と

し
て
の
今
後
の
対
策
は
、
行

政
報
告
の
程
度
で
は
不
十
分

と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
強

力
な
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
の
方
策
を
。

A 

長
田
市
長

 壱岐市で地価が最も高い基準地付近

一 般 質 問一 般 質 問

14 人　　が 登 壇　が 登 壇

※
企
業
の
経
営
管
理
組
織
の
最
上
層

部
。
人
事
・
経
営
方
針
な
ど
の
重

要
事
項
に
つ
い
て
の
意
思
決
定
を

行
う
。
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長田市政を問
う！

長田市政を問
う！

14 人14 人　　が 登 壇　
今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

市
立
図
書
館

①
石
田
図
書
館
と
郷
ノ
浦
図

書
館
で
は
、
図
書
館
員
の
処

遇
が
違
う
。
利
用
者
の
多
い

石
田
図
書
館
に
増
員
を
。

②
市
内
公
共
図
書
館
と
学
校

図
書
管
理
※
１
シ
ス
テ
ム
の
※
２

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
進
捗
状
況

は
。
無
理
で
あ
れ
ば
、
郷
ノ

浦
図
書
館
に
石
田
図
書
館
と

同
様
の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
。

③
市
立
図
書
館
の
方
向
性
は
。

A 
須
藤
教
育
長

Q 

生
涯
学
習
課

①
社
会
教
育
団
体
等
に
指
導

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
。

②
各
支
所
に
あ
る
事
業
所
等

の
体
制
の
方
向
性
は
。

A 

須
藤
教
育
長

今日はどれを借りようかな？（石田図書館にて）

※
１　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

情
報
処
理
機
構
。ま
た
、そ
の
装
置
。

※
２　

通
信
回
線
な
ど
に
よ
っ
て
、

人
手
を
介
さ
ず
に
情
報
を
転
送
で

き
る
状
態
。

※
３　

機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
保
守
・

管
理
に
必
要
な
費
用
。
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町
田　

正
一 

議
員

Q 

行
財
政
改
革

①
現
在
の
本
庁
、
四
支
所
体

制
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
。

②
病
院
管
理
部
は
何
を
目
的

に
設
置
さ
れ
た
の
か
。

③
市
民
病
院
の
事
務
長
交
代

に
つ
い
て
説
明
を
。

④
七
月
の
人
事
異
動
は
何
を

目
的
に
し
た
も
の
か
。

⑤
石
田
の
市
職
員
の
横
領
事

件
の
処
分
に
つ
い
て
説
明
を
。

A 

長
田
市
長

Q 

教
育

①
壱
岐
市
内
の
小
中
学
生
の

学
力
レ
ベ
ル
は
、
県
内
で
ど

の
程
度
の
位
置
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
の
か
。

②
学
校
の
統
廃
合
は
子
供
の

教
育
環
境
の
面
か
ら
論
ず
べ

き
も
の
だ
が
、
実
行
プ
ラ
ン

を
示
す
べ
き
。

③
壱
岐
市
奨
学
金
の
貸
与
実

績
が
な
い
の
は
、
応
募
時
期

が
県
内
の
他
市
に
比
べ
て
遅

い
た
め
。
制
度
の
改
正
を
。

A 

須
藤
教
育
長

赤
木　

英
機 

議
員

Q 

新
庁
舎
建
設

　

新
庁
舎
は
合
併
協
議
会
で

建
設
す
る
場
合
は
市
中
心
の

公
有
地
と
決
め
た
。
し
か
し
、

今
の
経
済
状
態
で
は
、
合
併

特
例
債
の
市
の
三
割
負
担
も

払
え
な
い
時
代
が
来
る
の
で

は
と
危き

惧ぐ

し
て
い
る
。
建
設

を
断
念
す
べ
き
で
は
。

A 

長
田
市
長

郷 ノ 浦 支 所

病院管理部（市民病院内）

 合併協議会で市庁舎建設場所に決定された亀石地区
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坂
本　

拓
史 

議
員

Q 

災
害
時
の
対
応

①
災
害
発
生
時
の
職
員
初
動

体
制
は
、
認
識
不
足
や
危
機

意
識
の
欠け

つ

如じ
ょ

に
よ
り
対
応
の

遅
れ
が
あ
る
の
で
は
。
体
制
の

再
確
認
、周
知
徹
底
が
必
要
。

②
市
民
・
職
員
の
行
動
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
と
配
付
、

防
災
訓
練
の
実
施
も
必
要
。

③
復
旧
作
業
時
に
最
大
限
の

協
力
を
得
る
た
め
、建
設
業
協

会
等
と
の
協
定
が
必
要
で
は
。

④
災
害
マ
ッ
プ
に
指
定
し
て

あ
る
避
難
施
設
は
そ
の
表
示

を
す
べ
き
。

A 
長
田
市
長

Q
郷
ノ
浦
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル

　

九
州
郵
船
㈱
に
管
理
を
委

託
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
観
光
協
会
も
入
っ
て
い
る
。

魅
力
あ
る
観
光
振
興
を
目
指

す
た
め
に
も
、来
島
者
へ
の
対

応
に
配
慮
し
、
営
業
時
間
の

延
長
や
開
閉
の
指
導
・
協
力

要
請
が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

ビ
ル
屋
外
に
観
光
協
会
の
場

所
案
内
の
表
示
が
必
要
で
は
。

A 

長
田
市
長

もてなしの心でお出迎え（郷ノ浦港ターミナルビルにて）

近
藤　

団
一 

議
員

Q
教
育
行
政
の

問
題
点

　

色
々
と
題
目
を
書
い
て
は

あ
る
が
、
具
体
的
な
中
身
が

見
え
て
こ
な
い
。
机
上
で
の

議
論
や
限
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー

の
会
合
を
重
ね
る
よ
り
は
、

実
践
を
通
し
た
活
動
の
方
が

よ
り
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、
親

子
や
地
域
住
民
が
気
軽
に
自

発
的
に
参
加
で
き
る
と
い
う

認
識
に
ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
。

A 
須
藤
教
育
長

Q
病
院
経
営
の

今
後
の
課
題

　

全
国
的
に
自
治
体
病
院
の

危
機
的
状
況
が
叫
ば
れ
る
中
、

指
定
管
理
者
制
度
や
民
間
移

譲
、
地
方
公
営
企
業
法
全
部

適
用
な
ど
、
何
ら
か
の
方
策

が
早
急
に
必
要
。
現
在
の
病

院
会
計
シ
ス
テ
ム
の
ま
ま
で

は
、
質
の

高
い
医
師

の
招

し
ょ
う

聘へ
い

、

病
院
管
理

者
の
配
置

を
し
た
と

し
て
も
、

好
転
す
る

見
込
み
は

少
な
い
。

併
せ
て
他

の
施
策
と
同
時
に
進
め
る
こ

と
が
有
効
で
は
。

A 

長
田
市
長

経営改善委員会（１０月23日　市民病院にて）
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深
見　

義
輝 

議
員

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
の
見
直
し

　

行
財
政
改
革
を
進
め
る
に

は
、「
市
民
と
行
政
の
協
働
」

が
重
視
さ
れ
る
。
従
来
か
ら
、

公
民
館
活
動
に
よ
っ
て
※
１
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
が
担
わ
れ

て
き
た
。
合
併
に
よ
る
行
政

区
域
の
拡
大
・
機
能
の
集
約

で
、支
援
機
能
が
薄
ら
い
で
い

る
。
今
日
の
公
民
館
組
織
の

問
題
点
と
し
て
、
区
域
の
広

さ
・
戸
数
の
多
少
・
高
齢
化
・

役
員
選
出
・
未
加
入
世
帯
の

増
加
等
、
早
期
に
活
動
支
援

を
行
政
で
指
導
す
べ
き
。

A 
長
田
市
長

Q 

学
校
の

統
廃
合

　

中
学
校
の
生
徒
数
は
、

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
教
育
指
導
的
に
も
充
実

し
た
体
制
を
と
る
た
め
に
も
、

中
学
校
の
統
廃
合
は
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
将
来
の
学

校
形
態
を
考
え
た
と
き
、
小

中
一
貫
教
育
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。
ま
た
、
統
廃
合
後

の
学
校
施
設
の
有
効
活
用
は
。

A 

須
藤
教
育
長

複式学級の研究授業（９月２９日　沼津小学校にて）

※
１　

市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
そ
の
機
能
強
化
や
運
営

の
支
援
に
、
行
政
が
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
。

※
２　

意
見
の
一
致
。
合
意
。

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

進
ん
で
い
る
の

か
行
財
政
改
革

①
「
日
本
一
顧
客
に
近
い
行

政
を
目
指
す
滝
沢
村
の
経
営

革
新
」
と
題
し
た
市
職
員
研

修
の
感
想
は
。

②
現
在
実
施
の
政
策
評
価
シ

ス
テ
ム
の
進
捗
状
況
は
。

③
限
ら
れ
た
財
源
だ
か
ら
こ

そ
無
駄
を
省
き
、
効
率
的
に

す
る
に
は
統
一
し
た
シ
ス
テ

ム
が
必
要
。※
１
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得

導
入
の
検
討
結
果
は
。

A 
長
田
市
長

Q
※
２
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度
導
入
を

①
身
障
者
用
駐
車
場
を
一
般

の
人
が
頻
繁
に
利
用
し
、
身

障
者
が
利
用
出
来
な
い
と
多

く
の
声
を
聞

く
。
市
長
は

認
識
し
て
い

る
の
か
。

②
対
策
と
し

て
佐
賀
県
の

よ
う
に
利
用

出
来
る
人
を

明
ら
か
に
し
、

障
害
者
、
さ
ら
に
は
、
期
間

を
定
め
高
齢
者
や
妊
婦
、
ケ

ガ
人
等
歩
行
困
難
な
人
に
も

駐
車
場
利
用
許
可
証
を
発
行

し
て
は
。

A 

長
田
市
長

◀障害者用駐車場利用証と駐車場の表示
（佐賀県健康福祉課提供）

※
１　

国
際
標
準
化
機
構
の
品
質
・

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

※
２　

身
障
者
用
駐
車
場
利
用
許
可

証
発
行
制
度
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中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
整
備

①
行
政
報
告
に
「
集
約
が
効

率
的
だ
が
、
す
べ
て
の
集
約

は
困
難
で
分
散
型
」
と
あ
る
。

何
ヶ
所
に
集
約
す
る
の
か
。

②
施
設
整
備
費
は
ど
の
程
度

必
要
か
。
国
の
財
政
措
置
は
。

解
体
費
は
ど
の
程
度
必
要
か
。

③
し
尿
処
理
施
設
整
備
に
つ

い
て
、
計
画
で
は
勝
本
町
の

分
を
畜
尿
専
用
に
転
用
、
現

在
の
四
施
設
を
一
ヶ
所
に
統

合
し
、
芦
辺
町
と
石
田
町
は

廃
止
の
方
向
で
あ
る
が
、
資

源
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
有

機
農
業
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
て
お
り
、
廃
止
す
べ
き
で

な
い
。
三
施
設
を
存
続
し
、

不
足
分
を
新
し
く
、「
水
処

理
方
式
」
で

建
設
す
べ
き
。

ま
た
、
畜
尿

施
設
の
集
約

は
畜
尿
の
収

集
お
よ
び
液

肥
散
布
で
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
高
く

な
る
の
で
、

集
約
す
べ
き

で
な
い
。

A 

長
田
市
長

石田町自給肥料供給センター

馬
場　

忠
裕 

議
員

Q 

子
ど
も
の

居
場
所
を

①
不
登
校
の
原
因
は
、「
親

か
ら
離
れ
る
こ
と
」「
学
校
で

の
失
敗
や
叱し

っ

責せ
き

」「
い
じ
め
」

な
ど
の
不
安
か
ら
。
慢
性
化

す
る
と
引
き
こ
も
り
に
ま
で

進
む
。
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

適
切
な
対
応
が
で
き
れ
ば
、

水
際
で
食
い
止
め
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
は
。
教
育
の
現

場
に
い
る
教
師
に
、
さ
ら
に

認
識
を
高
め
る
よ
う
指
導
を
。

②
本
年
四
月
か
ら
、
市
内
に

お
い
て
、
民
間
の
※
１
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
「
は
あ
と
プ
レ
イ

ス
」が
開
設
さ
れ
た
。※
２
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
い
る
。
本

来
、
行
政
が
す
べ
き
こ
と
を

民
間
が
自
主
運
営
で
行
っ
て

い
る
。
追
い
込
ま
れ
た
子
ど

も
た
ち
を
救
え
る
の
は
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
い
。
施

設
の
提
供
な
ど
も
含
め
、
早

期
に
支
援
を
。

A 

須
藤
教
育
長

「学校に行くことのできない子どもたちに関わる大人
たちの会」のみなさん（「はあとプレイス」にて）

※
１　

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
。
ま
た
、
大
人
が
子
ど
も
の
こ
と

で
困
っ
た
と
き
に
気
軽
に
相
談
が
で

き
る
場
所
。

※
２　

民
間
資
格
の
「
臨
床
心
理
士
」

の
資
格
を
有
し
、
精
神
科
医
師
の
管

理
と
指
示
の
も
と
で 

精
神
療
法
を

実
施
す
る
人
。
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市
山　

和
幸 

議
員

Q 

体
験
型
観
光

事
業
の
推
進

　

人
口
減
少
に
よ
る
市
の
活

性
化
に
は
、
島
外
か
ら
の
交

流
人
口
の
増
加
が
見
込
め
る

施
策
が
必
要
。
自
然
に
恵
ま

れ
た
本
市
に
お
い
て
は
、
大

型
の
観
光
施
設
を
必
要
と
し

な
い
体
験
型
観
光
の
推
進
が

活
性
化
に
つ
な
が
る
。

①
漁
協
と
連
携
し
た
「
磯
あ

そ
び
」
や
「
海
づ
り
公
園
」

等
の
拡
充
を
各
地
域
で
取
り

組
み
を
。

②
農
家
の
休
耕
地
を
利
用
し

た
、作
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を

体
験
で
き
る
事
業
の
推
進
を
。

③
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
有

効
活
用
し
た
島
内
地
場
産
品

の
加
工
体
験
施
設
を
考
え
て

は
。

④
こ
の
よ
う
な
事
業
へ
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し

て
は
。A 

長
田
市
長

遊びながらウニやサザエが採れる「磯あそび」

坂
口
健
好
志 

議
員

Q 

地
産
地
消
と
観
光

で
経
済
活
性
化
を

　

深
刻
な
壱
岐
経
済
回
復
の

た
め
、
各
産
業
と
観
光
が
一
体

と
な
っ
た
積
極
的
な
対
策
を
。

①
観
光
振
興
対
策
委
員
会
の

設
置
を
。

②
観
光
大
使
の
委
嘱
を
。

③
ス
ポ
ー
ツ
大
会
招
致
の
た

め
、公
式
野
球
場
等
の
整
備
を
。

④
壱
岐
産
品
と
伝
統
行
事
等

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
大
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
。

⑤
平
成
二
十
四
年
、
長
崎
県

で
開
催
の
第
十
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
の
招
致
を
。

⑥
平
成
二
十
六
年
開
催
予
定

の
長
崎
国
体
で
一
部
競
技
種

目
の
招
致
を
。

A 

長
田
市
長

Q 

防
災
治
水
対
策
を

　

島
内
各
地
の
危
険
箇
所
の

点
検
、
改
修
を
早
急
に
。
特

に
物
部
川
の
未
整
備
に
よ
り
、

農
作
物
や
国
道
の
冠
水
等
、

多
大
な
被
害
が
日
常
化
し
て

い
る
。
早
急
な
抜
本
的
対
策

を
。A 

長
田
市
長

集中豪雨で氾
はん

濫
らん

した物部川（郷ノ浦町柳田触）
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音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

緊
急
雇
用
対
策

の
取
組

①
「
緊
急
雇
用
対
策
本
部
を

設
置
し
、※
１
不
退
転
の
決
意

で
臨
む
」
と
表
明
さ
れ
た
が

具
体
的
な
方
策
は
。
企
業
へ

の
緊
急
金
利
支
援
策
、
離
職

者
へ
の
生
活
賃
金
貸
付
制
度
、

ま
た
、
安
定
し
た
職
に
就
く

ま
で
の
繋つ

な

ぎ
事
業
を
検
討
す

べ
き
。
事
業
の
前
倒
し
の
考

え
は
。

②
市
民
が
就
職
難
に
喘あ

え

い
で

い
る
中
、
公
的
機
関
に
退
職

公
務
員
が
再
雇
用
さ
れ
て
い

る
。
見
直
す
べ
き
。

A 
長
田
市
長

Q 

公
共
工
事
の

入
札
制
度

　

現
行
の
本
市
の
入
札
予
定

価
格
の
決
定
、
算
出
方
法
を

見
直
す
べ
き
。
補
助
・
起

債
・
単
独
事
業
で
歩
引
き
が

行
わ
れ
て
い
る
。
入
札
で
は

最
低
価
格
寸
前
の
競
争
が
頻

発
。
落
札
率
が
下
が
る
ほ
ど

雇
用
条
件
の
悪
化
、
下
請
け

へ
の
し
わ
寄
せ
を
招
く
。
入

札
制
度
の
改
善
を
。

A 
長
田
市
長

離職者へ支援を!（ハローワークにて）

※
１
志
を
か
た
く
保
持
し
て
、
何
事

に
も
屈
し
な
い
こ
と
。

※
２
多
い
こ
と
と
少
な
い
こ
と
。

市
山　
　

繁 

議
員

Q 

遊
休
地
の

有
効
活
用

①
遊
休
地
の
整
理
と
調
査
が

不
完
全
で
あ
る
。
い
つ
ま
で

に
整
理
・
調
査
す
る
の
か
。

②
利
用
計
画
が
な
い
遊
休
地

等
は
住
民
の
利
便
性
、
民
間

活
力
導
入
の
た
め
公
売
し
、

定
住
人
口
増
・
税
収
増
を
図

り
、
そ
の
売
却
収
益
は
市
債
、

公
営
企
業
債
等
の
返
済
へ
充

当
し
て
は
。

A 
長
田
市
長

Q
市
民
病
院
医
師

公
舎
移
転

　

新
病
院
建
設
に
よ
り
公
舎

と
病
院
が
遠
く
な
り
、
救
急

の
場
合
、
支
障
が
あ
る
。
公

舎
も
老
朽
化
し
て
い
る
。
優

秀
な
医
師
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

す
る
た
め

に
も
医
師
や
家
族
に
十
分
な

生
活
環
境
の
提
供
を
。

A 

長
田
市
長

Q 

条
例
制
定
の

あ
り
方

　

今
定
例
会
で
議
員
提
案
の

壱
岐
市
水
道
水
源
保
護
条
例

の
制
定
は
、
基
本
的
に
は
市

長
が
提
案
す
べ
き
。
重
要
課

題
は
行
政
と
議
会
が
一
丸
と

な
る
べ
き
。
す
べ
て
に
お
い

て
対
応
が
遅
れ
る
と
、
市
政

が
問
わ
れ
る
。

A 

長
田
市
長

築約20年の市民病院医師公舎（郷ノ浦町永田触）
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新たな高齢者医療制度が創設されます新たな高齢者医療制度が創設されます

○運　　営 都道府県ごとに設立される広域連合が行います。
○保 険 料 原則として都道府県で統一され、市町村が徴収します。
○自己負担 １割（現役並み所得者※は３割）

 ＜　現　　行　＞

75歳

65歳

0歳

老人保険制度
（市町村単位）

国　　　保
（市町単位）

被用者保険
（職域単位）

 ＜　改正後　＞

75歳

65歳

国　　　保
（市町単位）

被用者保険
（職域単位）

前期高齢者医療制度

後期高齢者医療制度
広域連合（県単位）

平成20年４月から

後期高齢者医療制度（75歳以上）

0歳

※65歳～74歳までの寝たきりの方含む

○自己負担 70歳未満　　　３割（現行どおり）
 70歳～74歳　２割（現役並み所得者※は３割）
 ●１割負担から２割負担となる70歳～74歳の低所得者については、
　　 　自己負担限度額を据え置きます。
　※現役並み所得となる基準
　　（平成18年10月から）

詳しくは、芦辺支所内　健康保健課へ　ＴＥＬ ４５－１１１１

前期高齢者医療制度（65歳～74歳） 

夫婦２人世帯 給料月額２２４，０００円以上かつ年収５２０万円以上
単 身 世 帯 給料月額２２４，０００円以上かつ年収３８３万円以上

安心・安全な医療制度を！
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壱岐市水道水源保護条例の制定
議員発議により提案され、全会一致で可決！

壱岐市水道水源保護条例の制定

壱岐市奨学金貸与条例の一部改正壱岐市奨学金貸与条例の一部改正

○提出者　壱岐市議会議員　音嶋　正吾　　　○賛成者　　同　　　上　　小金丸益明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　上　　町田　正一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　上　　今西　菊乃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　上　　坂口健好志
（趣旨）
　この条例は、市民が安心して飲める水を確保するため、市の水道水質の汚濁を防止し、その水源を保
護し、市民の生命・健康を守ることが目的である。
　具体的には、規制対象事業場（水道に係る水質を汚濁させ、または水源の枯渇をもたらし、またはそ
れらのおそれのある工場その他の事業場で、市長が認定したもの）に対して、水源保護区域（市の水道
に係る水源およびその上流地域で、市長が指定したもの）内での事業場設置の禁止、施設の建設または
対象事業の実施および施設の使用または排出水の排出の一時停止命令、施設の構造、使用方法または汚
水等の処理方法の改善を命ずることができる。

奨学金貸与範囲拡大！

（趣旨）
　この条例は、本市の市民であって、能力があるにもかかわらず、
経済的な理由によって修学困難なものに対して、奨学金を貸与
し、有能な人材を育成することが目的である。
　国公私立大学を対象にしている奨学金の貸与範囲を広げ、有能な人材を育成する理由で「壱岐市奨学
金貸与条例の一部改正」が提案され、可決した。

貸与範囲 高校、高等専門学校、短大、専修学校、大学に進学するもの

貸付人員

高校 毎年１０人以内

高等専門学校、短大、専修学校 毎年１０人以内

大学 毎年１０人以内

貸付月額
高校 一人につき１万円以内

高等専門学校、短大、専修学校、大学 一人につき３万７千円以内

詳しくは、郷ノ浦支所内　教育委員会　教育総務課へ　ＴＥＬ ４７－１０１１ 
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voice
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が
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現
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ま
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民
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思
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い
。

　

市
民
は
平
等
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
権
利
が
あ
る
。

議員活動に対するご理解とご協力のお願い
議員からのお歳暮、および年賀状は

自粛させていただきます。

公職にある者が、
○お中元、お歳暮、花輪、祝儀、見舞い等の品物を贈る
こと（親族などを除く）

○年賀状、欠礼（喪中）状、暑中・寒中見舞い状等の挨拶
状（自筆の返答を除く）や有料の挨拶広告を出すこと
は、公職選挙法の規定により禁止されております。

追記
①各種行事に金品を贈ることも禁止されています。
②政治家の寄付および有権者の寄付要求も禁止されています。

　したがいまして、壱岐市議会議員一同、これらに関わる行為については差し
控えさせていただきます。市民皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

壱岐市議会　議員一同
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この議会だよりは、古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。

（次の議会は12月上旬の予定です。）

ほら見て、上手に描けたよ！（筒城小学校２・３年生のみなさん）

発
行
日
／
平
成
18
年
11
月
１
日

・
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gikai@
city.iki.nagasaki.jp
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編　集　後　記

○提出者　壱岐市議会議員　小園　寛昭　　○賛成者　壱岐市議会議員　近藤　団一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　赤木　英機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　中田　恭一

（趣旨）
　飲酒運転の排除・撲滅・永久追放を掲げ、安全で安心して暮らせる交通社会
を確立するため、市民一丸となって諸施策を強力に実践するとともに、次の飲
酒運転追放「絶対四原則」を全市民で推進していくことを誓い、ここに宣言する。

「飲酒運転追放」宣言に関する決議「飲酒運転追放」宣言に関する決議 可
決

 絶対四原則
１．運転するなら、絶対酒を飲まない。
２．酒を飲んだら、絶対運転しない。
３．運転する人には、絶対酒を勧めない。
４．酒を飲んだ人には、絶対運転をさせない。

あなたの無事な帰りを、
家族が待っています！




